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山陰道 多伎朝山道路 口田儀第 2トンネル貫通式（多伎いさり火太鼓） 



主要地方道西郷都万郡線 大津久２工区

～平成２７年１２月に全線供用予定～

主要地方道西郷都万郡線は、隠岐の島町西田を起点

とし、都万を経由して五箇に至る島後の西側を循環する

幹線道路です。

本路線の都万から大津久の間は、道幅が狭く急カーブ

が多いため対向車とのすれ違いが困難な箇所となってい

ます。この問題の解消のため、本区間を大津久２工区とし

て平成２３年度に事業着手しました。

全延長約１．８ｋｍのうち、これまで約１．１ｋｍを順次部

分供用しており、この１０月末にさらに約０．４ｋｍを部分供

用しました。また、残る約０．３ｋｍの区間についても１２月

予定の全線供用に向けて整備中です。

この道路改良により、道幅が広がり、急カーブも緩和さ

れるため、通行車両の安全が図られます。また、隠岐病

院までの救急搬送時間も短縮されます。

【事業概要】

事業期間：平成２３年度～平成２７年度
おきぐんおきのしまちょうつまちない

事業箇所：隠岐郡隠岐の島町都万地内

延 長：１，７８０ｍ

総事業費：約６億円

車道幅員：５.５ｍ
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高速道路推進課道路交通起終点調査の実施について

平成２７年度全国道路・街路交通情勢調査の一環として、国土交通省による道路

交通起終点調査が今秋実施されます。

この調査は、道路の計画、建設、管理などの基礎資料を得ることを目的として、自

動車の利用実態に関する調査を行うものであり、昭和３年から概ね５年ごとに全国一

斉に実施されているものです。

無作為に抽出した車両を調査対象として、アンケート調査を行いますので、調査票

が届いた方は、ご協力をお願いします。

パンフレット抜粋

道路・街路
交通情勢調査

一般交通量調査

道路交通
起終点調査

道路の整備状況、交通量、旅行速度を調査します

自動車の利用実態を利用者に対してアンケート調
査します

全国の将来交通需要の推計、道路の整備効果の
推計、渋滞による損失や環境負荷の評価などに
活用します



１．概要 

  国土交通省松江国道事務所が建設工事を進めている、山陰道「多伎朝山道路【多伎 IC（仮称）

～朝山 IC（仮称）間 延長 9.0km】のうち、口田儀第 2トンネル（出雲市多伎町口田儀地内・延

長 655m）が貫通し、これを記念して貫通の式典が開催されました。 

  当日は青木国土交通大臣政務官も出席され、挨拶で「山陰道朝山大田道路について、関係者の

協力が得られた場合、一年前倒しの平成 29 年度の開通が可能」と述べられました。 

 （１）日時  平成２７年１０月４日（日）１０：００～ 

 （２）場所  島根県出雲市多伎町口田儀地内（口田儀第２トンネル内） 

 （３）主催  中国地方整備局松江国道事務所・アイサワ工業株式会社 

山陰道 多伎朝山道路 口田儀第 2トンネルの貫通式が開催されました 

高速道路推進課 

H29 
※2 ※１ 

※1用地取得及び猛禽類保全対策等が速やかに完了する場合 

※2用地取得及び関係機関との協議等が速やかに完了する場合 



２．貫通式の様子 

お祝い演奏「多伎いさり火太鼓（多伎町いさり火太鼓同好会） 青木国土交通大臣政務官挨拶 

小林副知事挨拶 貫通発破の儀 

神 輿 鏡開き 



１．概要 

 平成２７年１０月１０日（土）に江津市総合市民センターで、山陰道整備と地域振興をテーマにした

シンポジウムが開催されました。 

  当日は、内閣官房参与で京都大学大学院の藤井聡教授を講師に招き、「今、この地域に高速道路が必要

な理由」と題した講演会を開いたほか、江津青年会議所・平下智隆理事長、国土交通省浜田河川国土事務

所・松本治男所長、江津建設業協会・原諭副会長、NPO 法人でごねっと石見・横田学理事長によるパネル

ディスカッションも行われ、それぞれの立場で地域の課題を挙げ、高速道路が地域振興にもたらす効果に

ついて意見を交わされました。 

 （１）日時  平成２７年１０月１０日（土）１６：００～ 

 （２）場所  江津市総合市民センター 

 （３）主催  江津青年協議会 

 （４）後援  国土交通省・島根県・江津市・山陰中央新報社 

２．シンポジウムの状況 

江津市で山陰道の整備と地域振興をテーマにしたシンポジウム開催 

高速道路推進課 

（１）講演 内閣官房参与京都大学大学院教授 藤井聡教授 

（２）パネルディスカッション 



１．概要 

 島根県内の山陰道整備について、事業中区間の更なる事業促進と利活用方策検討のため、関係者の連

携による課題解決を図ることを目的として「島根県山陰道会議」が設置されました。 

 （１）日 時  平成２７年１０月２３日（金）１５：００～ 

（２）場 所  島根県庁 

 （３）出席者  島根県知事 溝口善兵衛  

         出雲市長 長岡秀人（代理 伊藤功副市長） 

         大田市長 竹腰創一（代理 青木裕志副市長） 

         江津市長 山下修 

         浜田市長 久保田章市 

         益田市長 山本浩章 

         島根県商工会議所連合会会頭 古瀬誠 

         山陰中央新報代表取締役社長 松尾倫男（代理 高尾雅裕論説委員長） 

         国土交通省中国地方整備局長 丸山隆英 

２．会議状況

会議では、中国地方整備局より県内の山陰道整備の状況について説明があったほか、県及び沿線市によ

る山陰道の早期整備に向けた取り組み（地籍調査、用地取得、埋蔵文化財調査等への職員支援の実施状況

など）について意見交換が行われました。 

また、溝口知事や古瀬会頭（島根県商工会議所連合会）、高尾論説委員長（山陰中央新報社）からは、

山陰道の将来的な利活用の展開を踏まえ、「山陰道全体の整備スケジュールの明示が必要」との意見があ

りました。 

今後も引き続き関係機関による協力関係を密にし、山陰道の早期全線開通に向けた課題解決を図ってい

くこととしています。 

島根県山陰道会議が設置されました

高速道路推進課 



【道路維持課】

雪への備えは万全ですか？

●冬用タイヤの装着とタイヤチェーンの携行

雪道や凍結した道路で立ち往生する車両の約７割は、冬用タイヤ

未装着が原因です。

なお、タイヤチェーンの装着は、道路沿いにあるチェーン着脱場

や待避所など通行に支障のない安全な場所で行ってください。

●お出かけ前の道路状況の確認

お出かけ前には、道路の交通規制や目的地までの道路状況をご確認ください。

◇島根県道路カメラ情報◇ ◇島根県道路規制情報◇

島根冬期 検索 島根規制 検索

道路の積雪状況をカメラ映像でチェックできます。 道路の通行規制情報がチェックできます。
国や隣接県の道路情報にもリンクし

ています。

拡大すると･･･

今年も雪の季節がやってきました。

※携帯電話用のWebサイト

は

こちら

※スマホ用のWebサイト

は

こちら

「早めに冬用タイヤに交換を！！」

※スマートフォン用、

携帯用のWebサイトはこちら



境港湾・空港整備事務所

が整備を進めている浜田

港福井地区臨港道路整備

事業の工事現場で、地元の

長浜小学生を対象とした

現場見学会を開催しまし

た。 

10 月 22 日の見学会当日、

4 年生の児童 48 人は各班

ごとに分かれて、鉄筋の模

擬組立やバイブレーター

を体験しました。 

見学後の感想として、

「橋のつくり方がよく分

かった」、「鉄筋を結束した

ことが印象に残った」、な

ど、自分たちが通っている小学校の近くで新しい道路（橋梁）工事が行

われていることに、少しは興味を持ってもらえたのではないかと思いま

す。 

浜田・三隅道路（浜田港ＩＣ）と浜田港を直結！

浜田港福井地区臨港道路橋梁下部工事

－地元小学生を対象とした現場見学会を開催－

港湾空港課 


